
（
一
）

最
近
、
松
村
・
丸
井
は
、
「
わ
が
国
の
『
脚
気
菌
』
研
究
の
系
譜
」
と
題
し
、
脚
気
の
病
原
菌
説
の
史
的
展
望
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
「
ア

ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
の
発
見
」
な
る
項
目
を
掲
げ
、
解
説
を
試
ぷ
て
い
る
。
本
誌
（
日
本
医
史
学
雑
誌
）
に
、
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
（
盲
旬
日
冒
騨
唖
の

菌
、
以
下
Ａ
ｎ
菌
と
略
記
）
が
登
場
し
た
の
は
お
そ
ら
く
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
は
曽
て
Ａ
ｎ
菌
の
研
究
に
従
事
し
た
一
人
で
あ
る
の

で
、
嬉
し
く
拝
見
し
た
。
そ
れ
で
Ａ
ｎ
菌
研
究
者
の
立
場
か
ら
史
的
レ
ビ
ュ
ー
を
試
発
若
干
の
補
足
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
と
く
に
、

（
一
）

私
が
採
り
挙
げ
た
い
と
考
え
た
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
松
村
・
丸
井
が
主
張
し
て
い
る
「
Ａ
ｎ
菌
が
松
村
の
脚
気
菌
と
同
じ
も

の
か
ど
う
か
、
同
定
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
分
類
学
上
の
問
題
、
お
よ
び
、
「
Ａ
ｎ
菌
は
脚
気
の
一
誘
因
」
と
い
う
病
原
論
の
問
題
に
つ
い

史
に
つ
い
て
は
、
宗
田
お
よ
び
一

併
読
さ
れ
る
と
有
益
で
あ
る
。

て
で
あ
る
。

（
一
一
、
一
二
）

な
お
、
本
論
文
に
関
連
す
る
文
献
と
し
て
、
筆
者
ら
の
報
告

（
四
）
（
五
）

史
に
つ
い
て
は
、
宗
田
お
よ
び
中
村
の
解
説
が
あ
る
。

1

緒

二
F．

ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
研
究
史
補
遺

（
Ａ
ｎ
お
よ
び
Ａ
ｎ
菌
の
文
献
学
的
研
究
⑪
、
②
）
が
あ
り
、
ま
た
、
脚
気
菌
研
究

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
二
号

昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
発
行吉

井
善
作

昭
和
六
十
一
年
七
月
三
日
受
付
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表1An菌の種類一覧表(1985現在）

､、､酵素学的要素
急、

型 別

｜’
A nl

(塩基置換型）

AnI

(加水分解型）細菌学

B.α"'zIri"o"""$

KimuraetAovama，
ゴ

1952(KA菌）

B.Wα加i"0り"C”

MatsukawaetMisawa,

1951(MM菌）

C."0γ堰e"“

MetchnikoH)1905

C・ル0畝""""z

Ermengem,1896

TypeA,B,Fの
蛋白分解株

Ba“"“

属
／ノ

ー
別

α“かj〃""Z

Ａ
ｎ
菌
と
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
（
以
下
Ｖ
Ｂ
１
）
分
解
酵
素
〔
サ
イ
ア
ミ
ネ
ー
ス
ー

旨
四
日
旨
農
の
（
英
語
）
、
少
目
①
昌
目
“
。
（
独
語
）
、
以
下
Ａ
ｎ
〕
を
大
量
産
生
す
る
芽
胞
形
成

菌
（
胃
昌
言
属
と
ｇ
ｏ
員
ミ
昏
ミ
属
）
の
総
称
で
あ
り
、
通
称
な
い
し
略
称
で
も
あ

る
。
現
今
、
Ａ
ｎ
菌
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
属
種
を
ま
と
め
、
学
名
を
並
べ
る

と
、
表
１
の
如
く
に
な
る
。

な
お
、
細
菌
類
の
中
に
は
微
量
の
Ａ
ｎ
を
産
生
す
る
属
種
も
あ
り
、
ま
た
、
真
菌

（
六
、
七
、
八
）

類
で
Ａ
ｎ
を
有
す
る
も
の
に
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
属
の
も
の
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

Ａ
ｎ
菌
の
グ
ル
ー
プ
に
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
こ
れ
は
ビ
タ
ミ
ン
学
会
の
趣
向
ら
し
い

が
、
そ
の
理
由
根
拠
は
不
明
で
あ
る
）
。

Ａ
ｎ
菌
の
発
見
に
は
、
Ａ
ｎ
の
発
見
と
い
う
先
行
業
績
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

（
一
一
、
一
一
一
）

に
は
多
数
の
業
績
の
積
承
重
ね
が
あ
る
が
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
と
め
る
と
表
２

の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
通
覧
す
る
と
、
Ａ
ｎ
の
発
見
（
Ｉ
。
Ⅱ
型
の
区
別
）
、
Ａ
ｎ
菌

の
発
見
（
Ａ
ｎ
菌
４
種
の
記
載
）
、
Ａ
ｎ
．
Ａ
ｎ
菌
実
験
法
の
改
良
、
Ａ
ｎ
．
Ａ
ｎ
菌
の

分
布
、
Ａ
ｎ
．
Ａ
ｎ
菌
の
生
化
学
的
研
究
な
ど
が
主
要
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

Ａ
ｎ
の
生
理
学
的
意
義
、
Ａ
ｎ
菌
の
病
原
的
意
義
に
つ
い
て
は
殆
ど
解
っ
て
い
な

２
Ａ
、
菌
の
定
義
と
種
類

３
Ａ
、
菌
の
発
見
と
研
究
の
展
開

（67）187



表2An･An菌と関連域の研究の編年史（文献二，三による）

西暦

1943

（昭18）

事項

淡水魚内臓にB,分解因子証明。
(thiaminaseの発見）

研究者

Sealock,R.R.
Livermore、A.H

Evans．C､A･

藤田秋治
沼田勇

二枚貝，甲殻類内臓にB』分解因子を発見，一種の酵素と
認め，アノイリナーゼと命名，報告。以後生化学的研究を
推進する。

糞便アノイリナーゼ症の研究を始め，脚気病原論に及ぶ。
以後新潟医大グループの研究蓄積する。

Anの生化学的研究を始め，データを蓄積する。

1944

(昭19）

張寿海

村田希久

1949

（昭24）

1950

（昭25）

1950～1

(昭25-6）

1951

（昭26）

1951

（昭26）

An症患者糞便からB1分解菌(An菌）を分離，
B.j"α"""0"c"s(MM)と命名,An産生を確認。

自然界（畑土）からMM菌を分離。
An菌の自然界分布の研究始まる。

新しいAn菌を発見，後B.""e"rin0"cw(KA)と命名，
MM菌と区別する。

松
三
林
朝

男児
博人

良二
善作

康
良二
寿一
道雄

清夫
武士郎

武士郎

川

沢

林良
朝倉善

木村
林 良
青山寿
塵 道

シダ類のビタミンB1分解因子の研究。
ワラビのB」分解因子の研究。

植物アノイリナーゼおよび耐熱因子の研究。

井
本
本

松
岡
岡

1952

(昭27）

1953

(昭28）

1953

(昭28）

1953

(昭28）

青山寿-|KA菌のAnがMM菌のそれと異なることを報告。

KA菌のAnを新型と認め，第2型細菌Anと称する
(MM菌のAnは第1型とする)。

藤
能
倉

治
嗣
雄
廉
雄
一
弥士

秋
善
一
道
寿
富

田
勢
谷
村 嫌気性An菌を分離し,C.#"α加加0"cz""(KL)と命名。

AnはI型。後本菌はC."or"""と同定される。

真菌でAn産生するもの発見(AnはⅡ型),後に米沢によ
りTTicho""0泌施α加加心"“"zと命名される(1957)。

KA菌の生化学,AnⅡの精製。

木村
彦
青山

青木

1953

(昭28）

1955

(昭30）

1958

(昭33）

1963

(昭38）

原栄一

原
井

榊
林
吉
他
林

C.､ゆ""e"8sにAn産生を発見(AnはI型)。良
善

二

作

林良二KL菌とC."omge""の同一説発表(KL菌新種否定)。

吉井善作細菌性An試験法の簡易化(An菌実験高能率化)。
坪田洋子
二五田公俊

Arima,K.MM菌の抗菌物質単離（サイアノシンの発見)。
Beppu,T.
Matsushima,H.

1964

(昭39）

1967

(昭42）

1971

(昭46）

（68） 188



(つづき）

西暦 研究者 事項

C・加血‘"""加にAnを産生するタイプを発見(AnはI
型)。タイプはA,B,F(proteolyticstrain)。

林良二
吉 井 善作
川口信行
他

吉井善作
小西久典
他

1973

(昭43）

1978

(昭53）
KA菌が産生する抗菌物質を証明単離，続いてそれがグラ
ミシジンであることを確認。

図1大腸菌と芽胞形成菌の形態比較図

（光顕レベル）

（
一
）

松
村
・
丸
井
は
、
Ａ
ｎ
菌
の
分
類
学
的
、
病
原
論
的
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
ｎ
菌
と

（
五
）

戦
前
の
松
村
の
脚
気
菌
と
の
異
同
は
未
定
で
あ
る
と
。
ま
た
、
病
原
論
的
に
は
、
「
Ａ
ｎ
菌
は
脚
気
菌
乃

至
脚
気
誘
因
菌
で
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
大
い
に
異
な
る

考
え
方
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
要
約
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

（
九
、
一
○
、
二
）

ぃ
。
後
者
に
つ
い
て
、
新
潟
医
大
グ
ル
ー
プ
は
、
糞
便
Ａ
ｎ
症
ｌ
脚
気
病
原
菌
論
へ
の
展
開
に
意
欲
を

燃
や
し
た
が
、
一
般
に
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
。

４
Ａ
、
菌
は
果
し
て
脚
気
菌
か
？

べん毛

(周毛性）

菌体

(桿菌状）

大
腸
菌

べん毛

(周毛性）

菌体

(桿菌状）

栄
養
型
耐
久
型

芽
胞
形
成
菌 ('''‘ソ○ 芽胞

芽胞形成菌(Baci""JjCIos"城剛加）には生

活環がある。

栄養型は桿菌状，耐久型は芽胞。

い
わ
ゆ
る
脚
気
菌
（
松
村
菌
）
と

Ａ
ｎ
菌
と
の
異
同
問
題
で
あ
る
が
、

両
者
は
分
類
学
的
に
全
く
異
属
の
菌

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
松
村
菌
の
芽
胞

形
成
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、

Ａ
ｎ
菌
は
す
べ
て
芽
胞
形
成
菌
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
（
図
１
参
照
）
。

し
か
も
、
Ａ
ｎ
菌
は
す
べ
て
多
量

の
Ａ
ｎ
を
産
生
す
る
が
、
松
村
菌
に

は
そ
の
記
載
が
な
い
。
そ
れ
故
、
両

者
の
比
較
は
最
初
か
ら
成
立
し
よ
う
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（
五
）

も
な
い
。
戦
前
に
お
い
て
も
、
中
村
は
す
で
に
こ
れ
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
松
村
の
脚
気
菌
は
大
腸
菌
属
の

駒
員
冒
乞
息
邑
ミ
ミ
ミ
ミ
に
似
た
菌
類
で
あ
る
と
の
争
論
を
紹
介
し
、
脚
気
病
原
菌
説
に
疑
問
を
示
し
、
反
対
論
者
の
論
文
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

図2VB,欠乏の原因と本態の関連性

（文献士,土を筆者が編集）
一一

し
て
い
る
。

因
み
に
、
筆
者
が
京
大
在
籍
当
時
（
昭
和
鯉
Ｉ
妬
年
）
、
微
生
物
学
教
室
の
人
点
は
、
松
村
菌
は
大
腸
菌
に
他
な
ら
ず
と
の
説
を
支
持
し
、

Ｖ
Ｂ
１
代
謝
に
お
い
て
Ａ
ｎ
的
作
用
は
全
く
み
ら
れ
な
い
、
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
松
村
菌
の
研
究
報
告
は
殆
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
菌
株
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の
消
息
を
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

’ 組織内腸管内部位

「

工
’ I

」L

Ａ
ｎ
菌
は
果
し
て
脚
気
病
原
菌
で
あ
る
の
か
？

（
一
一
一
、
一
一
二
）

最
近
の
内
科
学
教
科
書
に
よ
る
と
、
ヒ
ト
Ｖ
Ｂ
１

欠
乏
症
に
は
脚
気
と
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ヶ
脳
症
が
あ
る

と
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

深
く
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｖ
Ｂ
１
欠
乏
と
脚
気

の
間
に
は
強
い
因
果
関
係
が
あ
る
と
一
般
に
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
筆
者
な
り
に
ま
と
め

る
と
、
図
２
の
如
く
に
な
る
。

こ
の
図
に
よ
る
限
り
、
Ｖ
Ｂ
１
欠
乏
（
脚
気
）

の
原
因
は
多
種
多
様
で
、
し
か
も
複
雑
錯
綜
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
単
に
Ａ
ｎ
菌
感
染
の
み
が
脚
気

の
原
因
と
は
見
倣
し
得
な
い
。
な
お
、
Ａ
ｎ
菌
は

190（70）

伽
・
師
菌
に
よ
る
V､B，
分
解

I

腸
内
細
菌
に
よ
る
Ⅷ
合
成

畑
欠
乏
食
品
の
頻
回
摂
取

I

生
体
内
の
畑
需
要
増
大

１

生
体
内
叩
の
活
性
化
不
足

原
因

利
用
失
調

平
衡
失
調

需
給
失
調

本
態

相対的

結
果

絶対的

V､B,不足



表3An.An菌と関連領域の主な研究者人脈表

（
一
四
、
一
五
、
一
六
）
（
一
六
）

自
然
界
に
広
く
分
布
し
、
健
康
人
腸
管
か
ら
も
高
率
に
分
離
さ
れ
る
の
で
、
常
在
菌
的
性
格
も
あ
る
。
と
く
に
、
Ｑ
・
匂
ミ
冒
言
§
畠
、
罵
吟
に
お

い
て
し
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
腸
管
系
伝
染
病
に
お
け
る
病
原
細
菌
を
み
る
が
如
き
感
覚
で
、
脚
気
菌
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
無
理
で
あ

る
。
従
っ
て
、
脚
気
原
因
論
に
お
い
て
、
Ａ
ｎ
菌
が
主
役
を
演
じ
て
い
る
と
の
証
明
に
は
、
な
お
一
層
精
確
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
病
原
体
の
記
載
に
必
要
な
ヨ
ッ
ホ
の
原
則
」
（
尻
。
。
爵
冒
吻
冒
冒
①
）
の
条
件
が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

グ
ル
ー
プ
名
称
は
昭
和
二
十
二
’
五
年
当
時
の
も
の

京
大
医
微
は
微
生
物
学
講
座
、
京
大
医
術
は
衛
生
学
講
座
の
略
称
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

＊
印
は
昭
和
三
十
四
年
度
日
本
学
士
院
賞
受
賞
者

京
府
医
大

新
潟
医
大

京
大
医
微

京
大
医
術

大
阪
市
大

山
ロ
医
大

大
阪
学
大

グ
ル
ー
プ

松
川
男
児
ｌ
ｌ
Ｉ
張

’
三

藤
田
秋
治
１
－
１
松

＊

ｌ
能

＊

藤
原
元

＊

村
田
希

林
良

榊
原
栄

＊

木
村

リ
ー
ダ
ー

典
ｌ
松

久
ｌ
池

二
ｌ
吉

－
１
勝

廉

’｜｜
榊青林主

な
共
同
研
究
者

勢川沢 又井畑井原山

善男博寿栄寿良増善秀清

嗣児人海一一二幸作夫夫

糞
便
Ａ
ｎ
症
、
Ａ
ｎ
菌
（
Ｍ
Ｍ
）
の
発
見

Ｂ
Ｖ
１
の
定
量
法
、
ア
リ
チ
ア
ミ
ン
の
発
見

Ａ
ｎ
の
生
化
学
、
Ａ
ｎ
（
１
）
の
精
製

Ａ
ｎ
菌
の
研
究
、
嫌
気
性
Ａ
ｎ
菌
の
確
認

Ａ
ｎ
の
生
化
学
、
Ａ
ｎ
（
Ⅱ
）
の
精
製

Ａ
ｎ
の
生
化
学
、
Ａ
ｎ
（
１
）
の
発
見

Ａ
ｎ
菌
の
研
究
、
Ａ
ｎ
菌
（
Ｋ
Ａ
）
の
発
見

研
究
分
野
と
業
績

Ａ
ｎ
・
Ａ
ｎ
菌
の
研
究
史
に

お
い
て
、
わ
が
国
の
研
究
者
達

の
貢
献
度
は
多
大
で
あ
る
。
そ

（
一
一
）

れ
は
、
筆
者
ら
の
論
文
を
参
照

さ
れ
れ
ば
容
易
に
首
肯
し
う
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
本
邦
の

研
究
者
達
を
ま
と
め
て
人
脈
的

表
示
を
す
る
と
、
表
３
の
如
く

で
あ
る
。
彼
ら
の
業
績
は
高
く

評
価
さ
れ
た
の
で
、
Ｖ
Ｂ
１
研

５
Ａ
ｎ
．
Ａ
ｎ
菌

研
究
史
上
の
人
脈
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待
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

Ａ
ｎ
・
Ａ
ｎ
菌
の
研
究
史
を
、
Ａ
ｎ
菌
の
研
究
経
験
者
の
立
場
か
ら
展
望
、
回
顧
し
た
。
両
者
の
研
究
は
本
邦
研
究
者
の
努
力
に
よ
り
著
し

く
進
展
し
た
。
私
共
は
こ
れ
を
誇
り
に
思
う
が
、
今
日
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
遅
滞
を
み
る
と
い
さ
さ
か
寂
し
い
。
Ａ
ｎ
・
Ａ
ｎ
菌
の
研
究
に
は

未
決
の
も
の
が
少
な
く
な
い
。
と
く
に
Ａ
ｎ
の
生
理
学
的
意
義
、
Ａ
ｎ
菌
の
病
原
論
な
ど
は
し
か
り
で
あ
る
。
若
い
世
代
の
情
熱
と
努
力
が
期

６
Ａ
ｎ
・
Ａ
ｎ
菌
の
研
究
が
衰
退
し
た
理
由

（
一
一
、
一
二
）

本
邦
で
の
Ａ
ｎ
・
Ａ
ｎ
菌
研
究
は
、
質
的
に
も
、
量
的
に
も
極
め
て
高
く
、
且
つ
、
活
発
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
九
年
頃
を
頂
点
と
し
て
次

（
一
二
）

第
に
減
少
し
、
一
九
六
五
年
頃
に
は
激
減
し
て
い
る
。
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
欧
文
報
告
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
は
い
ろ
い
ろ
の

も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
次
の
如
き
諸
条
件
を
考
え
て
い
る
。

①
「
脚
気
」
の
激
減
…
…
食
生
活
が
向
上
安
定
し
、
患
者
の
発
生
が
著
明
に
減
少
。

③
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
剤
（
例
ア
リ
ナ
ミ
ン
）
の
発
売
。
予
防
と
治
療
上
、
著
効
あ
り
。

③
Ａ
ｎ
の
生
化
学
的
研
究
が
飽
和
状
態
に
な
っ
た
（
テ
ー
マ
の
洞
渇
）
。

⑳
Ａ
ｎ
の
生
理
学
的
研
究
、
Ａ
ｎ
菌
の
病
因
学
的
研
究
が
望
ま
れ
た
が
、
困
難
で
あ
っ
た
。

⑤
研
究
者
の
世
代
の
交
替
（
若
い
研
究
者
ら
の
Ａ
ｎ
・
Ａ
ｎ
菌
へ
の
関
心
が
低
下
し
た
）
。

⑥
若
い
学
問
分
野
方
法
論
（
例
・
分
子
生
物
学
、
遺
伝
学
）
の
勃
興
と
ビ
タ
ミ
ン
研
究
離
れ
の
増
加
。

究
者
（
藤
原
元
典
、
松
川
泰
三
）
を
含
め
て
、
Ａ
ｎ
研
究
者
（
藤
田
秋
治
、
村
田
希
久
）
、
Ａ
ｎ
菌
研
究
者
（
木
村
廉
）
ら
に
は
代
表
と
し
て
、
昭
和
三

四
年
度
日
本
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

庁

イ

結

＝・
ロ
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（
一
三
）
沖
中
重
雄
ら
編
著
必
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
欠
乏
症
同
人
編
著
内
科
学
中
巻
七
二
六
’
七
二
八
南
山
堂
（
東
京
）
一
九
七
九
。

（
一
四
）
林
良
二
・
朝
倉
善
作
エ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
分
解
性
好
気
性
芽
胞
形
成
菌
の
分
離
日
本
細
菌
学
雑
誌
六
七
五
’
七
六
一
九
五
一
・

（
一
五
）
林
良
二
他
酌
嫌
気
性
胞
子
形
成
菌
の
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
作
用
に
か
ん
す
る
研
究
（
Ⅱ
）
ｇ
ｏ
“
胃
目
騨
に
お
け
る
ア
ノ
ィ
リ
ナ
ー
ゼ
の
分
布
ビ
タ

ミ
ン
二
七
三
四
五
’
三
四
八
一
九
六
三
。

（
一
六
）
小
野
忠
義
・
春
谷
久
人
胆
人
糞
便
か
ら
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
の
検
出
成
績
ビ
タ
ミ
ン
一
九
三
○
六
’
三
○
九
一
九
六
○
。

（
七
）
青
木
富
士
弥
岬
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
作
用
を
有
す
る
酵
母
様
真
菌
の
研
究
②
真
菌
学
的
性
状
ビ
タ
ミ
ン
九
五
三
’
五
七
一
九
五
五
。

（
八
）
屋
。
目
①
§
芝
画
ゞ
言
．
》
ン
。
霞
・
園
》
○
ｓ
》
冒
．
》
星
の
臣
。
ゞ
尻
．
、
画
且
冨
煙
尉
巨
目
。
８
〕
尻
．
”
草
ミ
ミ
ミ
ミ
§
唖
ミ
ミ
官
営
言
”
ご
命
署
旨
四
目
目
の
辻
劇
黛
。
喜
閃

昏
畠
易
．
即
Ｏ
ｏ
．
』
も
口
．
シ
ｏ
匙
・
》
困
岬
＄
１
日
》
ご
雪
．

（
九
）
張
寿
海
叩
糞
便
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
の
研
究
（
第
１
報
）
ビ
タ
ミ
ン
二
一
七
四
’
一
七
九
一
九
四
九
。

（
一
○
）
藤
宮
藤
太
郎
・
三
沢
博
人
”
糞
便
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
の
研
究
（
第
２
報
）
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
経
口
投
与
に
よ
る
実
験
的
腸
管
性
脚
気
に
つ
い
て

ビ
タ
ミ
ン
三
二
一
九
’
二
二
二
一
九
五
○
。

（
二
）
松
川
男
児
他
》
新
細
菌
性
脚
気
の
発
見
、
糞
便
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
症
の
研
究
自
然
五
（
二
）
九
’
一
五
一
九
五
○
。

（
二
一
）
東
野
一
弥
他
函
鴫
ビ
タ
ミ
ン
と
そ
の
欠
乏
症
、
過
剰
症
、
依
存
症
織
田
敏
次
ら
編
著
内
科
学
書
第
１
巻
一
三
八
’
三
一
二
中
山
書
店

（
二
）
吉
井
善
作
他
亜
ア
ノ
イ
リ
・

一
’
四
三
七
一
九
八
一
・

（
三
）
吉
井
善
作
他
恥
ア
ノ
イ
リ
、

七
’
七
六
七
一
九
八
二
。

（
四
）
宗
田
一
釦
日
本
医
療
文
皿

（
五
）
中
村
豊
部
脚
気
菌
（
松
些

（
六
）
青
木
富
士
弥
叩
ア
ノ
イ
リ
。

（
こ
松
村
康
弘
・
丸
井
英
二
”
わ
が
国
の
『
脚
気
菌
』
研
究
の
系
譜
日
本
医
史
学
雑
誌
、
三
二
二
六
’
四
二
一
九
八
六
。

（
二
）
吉
井
善
作
他
亜
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
お
よ
び
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
の
文
献
学
的
研
究
第
１
部
和
文
文
献
集
成
リ
ス
ト
山
口
医
学
三
○
四
○

宗
田
一
釦
日
本
医
療
文
化
史
（
鯛
）
脚
気
研
究
の
進
展
ノ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
一
○
（
四
）
二
七
’
三
三
一
九
八
六
。

中
村
豊
部
脚
気
菌
（
松
村
氏
）
細
菌
学
血
清
学
検
査
法
第
２
版
九
三
六
克
誠
堂
（
東
京
）
一
九
三
八
・

青
木
富
士
弥
叩
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
作
用
を
有
す
る
酵
母
様
真
菌
の
研
究
④
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
の
生
化
学
的
性
状
ビ
タ
ミ
ン
九
四
八
’
五
二

東
野
一
弥
他
函
鴫
ビ

（
東
京
）
一
九
八
二
。

一
九
五
五
。

文
献ア

ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
お
よ
び
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
の
文
献
学
的
研
究
第
２
部
欧
文
文
献
集
成
リ
ス
ト
山
口
医
学
三
一
七
一
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SupplementontheHiStoricalStudiesofAneurinase-Bacilli
by

ZensakuYOSHII

寺
③
［

SomeinfbrmationwasaddedtothehistoricalstudiesofAneurinase(An)andAn-bacilli,particularly

tothedescriptioninthearticlebyMatsumuraandMaruiinl986.Somediffbrentinterprctationson

An-bacillififomthemcouldbeseen.

ThetaxonomicproblembetweenAn-bacilliandso-Calledberiberi-bacteriumofMatsumura(1928)

wasdiscussed、andconsiderablediflbrencesbetweenthcmwerenoticed・Thefbrmerbelongstogenus

Bα〃""sandgenusC/"鰄硯"汎withbothspore-fbrmationandAn-production,butthelattermightbea

kindofcolonbacilliandwasnotprovedtoshowAn-production.

Rcgardingpathogenicity,thatofAn-bacillionberiberiisstillindistinct,becausethepresentinter-

pretationsofthecausativeconditionsofAn-bacilliarestillinsufficienttobeasserted.

AbriefhistoryofthedevelopmentofstudiesonAn-bacilliwasdescribed,andacademicpeoplewho

hadcontributedonthisfieldinJapanwerealsointroduced.Moreover,afallofstudiesonAnandAn-

bacilliwasdescribedanditscauseswerediscussed.

（
マ
ト
）




